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	応用
	抗原情報
	背景
	ドメイン：ジリジンモチーフは、I型膜タンパク質を小胞体へ局在させる。,機能：組織特異的な超長鎖脂肪酸およびスフィンゴ脂質の合成に関与している可能性がある。脂肪酸伸長における還元反応（β-ケトアシルCoAからβ-ヒドロキシアシルCoAへの変換、またはトランス-2-エノイルCoAから飽和アシルCoA誘導体への還元）の一方または両方を触媒する可能性がある。,類似性：ELOファミリーに属する。,ドメイン：ジリジンモチーフは、I型膜タンパク質を小胞体へ局在させる。,機能：組織特異的な超長鎖脂肪酸およびスフィンゴ脂質の合成に関与している可能性がある。脂肪酸伸長における還元反応の一方または両方、すなわちβ-ケトアシルCoAからβ-ヒドロキシアシルCoAへの変換、またはトランス-2-エノイルCoAから飽和アシルCoA誘導体への還元を触媒する可能性がある。,類似性:ELOファミリーに属する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ELOVL1抗体を用いたJurkat細胞およびHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ELOVL1ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット解析した。
	

	パラフィン包埋ヒト骨格筋の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高温高圧トリスEDTA（pH8.0）を用いた。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

